
◆下記の様式・資料等は、ホームページよりダウンドードして下さい。http://www.negplan.com/subsidy.html

・グループルール,各種マニュアル
・事業者番号（施工事業者）
・構成員名簿（施工事業者以外）
・各種交付申請書
・各種実績報告書

グリーン化事業 補助金枠などの
情報を随時ご案内しています。

下
へ

下
へ こちらから交付申請書や実績報告書の

様式をダウンロードして下さい。

HRN10
ハイライト表示



基本情報入力シート（長寿命型）

提出は不要です。

必要事項を入力いただきますと各様式に反映されます。
必ず最初に必要事項を入力してください。

「請負契約書」において
建築主が連名の場合は、
上段に代表となる建築主名
下段にその他の建築主名
を入力のうえ、必ず連名にて
申請を行ってください。

「売買契約」で申請した完了報告は
①建築主名欄に交付と同じ物件名
を記載し
②建築主名欄に買主名を入力して
ください。連名で契約の場合は
②の欄に併記してください。

グループ名称を入力してください。

施工事業者の名称、代表者名は、
適用申請書に記載された内容と
同様に入力してください。
特に漢字の間違えにご注意くださ
い。（旧字などに注意）

適用申請書の記載事項と異なる
場合は計画変更が必要です。

グループ番号は、
半角 ４桁で入力してください。
※グループ番号は、グループに

確認してください。

実施支援室からグループ事務局
に通知しました事業者番号の
５桁を記入してください。
※施工事業者は、グループに

番号を確認してください。

ﾌﾘｶﾞﾅ

○○タウンハウス△号棟

ﾌﾘｶﾞﾅ 　ナガク　スミオ、ナガク　クラシコ

長久　住雄、　長久　暮子

物件名（売買の場合）

②建築主名※

買主名（売買の場合）

○○タウンハウス△ゴウトウ①建築主名※

【売買記入例】

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

補正予算対応版を
使用してください。

HRN10
テキストボックス
長く住み続ける住宅を建てやすい会

HRN10
テキストボックス
0257

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示



様式７（長寿命型）

・交付決定額を記載ください。
・完了実績報告時の補助額を記載ください。
変更がなければ交付決定額と同じです。

報告日は、グループ事務局に
提出する日付を入力してください。

印

「入力シート」の内容が
反映されます。

「入力シート」の内容が
反映されます。

「入力シート」の内容が
反映されます。

「入力シート」の内容が
反映されます。

交付申請 様式２と同じ代表者印
を押印してください。

交付申請時の契約形態を選択してください。
様式８、様式９に反映されます。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

交付決定通知書に記載されている
決定日、番号を記載してください。

提出は原本です。

HRN10
テキストボックス
0257

HRN10
テキストボックス
長く住み続ける住宅を建

HRN10
テキストボックス
交付決定通知書の右上に記載されています。



様式８（長寿命型）

対象住宅の確認申請手続きの
必要・不要により提出書類が
異なります。

必要の場合は検査済証の写しを
提出して下さい。
不要の場合は以下の何れか(写し)
を提出してください。

①住宅瑕疵担保責任保険の
保険証券又は保険付保証明書

②建設住宅性能評価書
③不動産登記の現在事項証明書

交付様式３に記載した内容から
変更がないか確認してください。

変更が有る場合

変更のある項目のみ変更後の
内容を記載してください。

「入力シート」の内容が
反映されます。

売買契約の場合のみ記入してださい。

対象住宅に関わった省エネ講習
会修了者の情報を記入ください。

交付申請時に提出した工事請負

契約額からの変更または経費の
内訳に変更がある場合は、「有り」
にチェックを入れたうえで様式９を
提出してください。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

建築主の対象住宅に入居前の
住宅事情をご回答ください。

対象住宅に使用した地域材(主要構造材のみ)の材積と割合を記入してください。

・再生可能エネルギー等の設備なし、ありを選択してください。
⇒設備なし：BELS評価書「評価結果」の「BEIの値(削減率)」を記載してください。
⇒設備あり：BELS評価書２枚目「評価結果(詳細)」の設備毎の単位面積当たりの一次エネルギー消費量を記載してください。

※様式のBEIの値が自動計算されますので、0.8以下であることを確認してください

・着工日＝柱状の地盤改良工事、根切工事、基礎杭打ち工事に
着手した日を記載してください。
・事業完了日＝工事完了引渡し日以降、契約額の全額精算日の
いずれか遅い日で正しく記載してください。

（小数点第三位以下切り捨て）

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
テキストボックス
＜A＞or＜B＞いずれかで構いません。

HRN10
テキストボックス
グループルールとして
木拾表のみご提出下さい。

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示



様式９（長寿命型）

対象住宅において
国の補助金が含まれていない
補助制度を活用した場合は､
その補助額(Ｃ)を記入してください。

※国の補助金が含まれる場合、
併用できない事業もありますので
都度確認をお願いします。

補助対象外工事費の内訳を記入
してください。

※値引きは工事項目になりませ
んのでご注意ください。

「入力シート」の内容が
反映されます。

様式７「契約形態」の内容が
反映されます。

様式７の「契約形態」で選択していない項
目はグレーになります。
（A）請負＝請負契約額（税抜き）を記入

してください。
（A） 売買＝売買契約書による販売価

格を土地と建物（税抜き）
に分けて記入してください。

申請補助額は、
プルダウンで選択してください。
加算を受ける場合は要件を満
たしていることを確認してくださ
い。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

万円

交付申請から変更が有る場合に提出してください。 税抜き金額です。

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示



様式５－４（長寿命型）

【売買契約のみ】施工事業者の原本の写しを提出してください。

「入力シート」の内容が
反映されます。

グループ名、
【甲】建築主氏名
【乙】施工事業者情報は、
「入力シート」の内容が
反映されます。

印

印印

様式７と同じ印を
必ず使用してください。

・日付は、令和3年1月28日以降
かつ完了実績報告日より前の日付を記入してください。

・買主の住所は反映されませんので、入力をお願
いします。

・「売買契約書」と同じ印を押印してください。
同じ印でない場合は、実印を使用のうえ印鑑登録
証明書原本（ ３ヶ月以内に発行されたもの）を追加提出
となります。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

申告内容を確認のうえ
甲（建築主）・乙（施工事業者）

それぞれが（イ）（ロ）にチェックを
してください。
（ハ）は、甲乙の関係について
チェックしてください。

該当する場合は☑を記入してくだ
さい。

その場合、甲の印鑑は実印とし
印鑑登録証明書の原本（３ヶ月
以内に発行されたもの）を添付し
てください。

HRN10
ハイライト表示



指定書式支払い記録（長寿命型）

変更契約ごとに税込み金額を記
載してください。
各契約書に補助対象工事費の
有無をチェックしてください。

領収書と送金伝票の両方を提出し
てください。現金支払いで領収書の
みの提出の場合、補助額が減額に
なることがあります。

売買契約は、
土地と建物代金の領収書及び送
金伝票等が必要です。

税込みの金額です。

契約額は、交付時に提出した
工事請負契約書の税込み金額
です。

確認手数料、印紙代など契約書
に含まれない補助対象外の費用
を含めて支払いが行われた場合
はその費用を記載し明細添付し
てください。

施工事業者が負担する振込手数
料のみ合計で記入ください。

最終の工事請負契約額（Ａ）と
支払い額（Ｂ）の差額が０円であ
ることを確認ください。

「入力シート」の内容が
反映されます。



令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

HRN10
ハイライト表示

HRN10
テキストボックス
工事請負契約金額とは別に、補助対象外経費のみの変更契約の費用と一括で入金されている場合は、補助対象工事が含まれていなくても補助対象外経費のみの変更・追加工事契約書も提出して下さい。



様式１１（長寿命型）

根切り工事､基礎杭打ち工事､
柱状の地盤改良に着工してから
3日以内の敷地全景の写真を２
枚貼付してください。

※異なる場所から撮影された写
真としてください。
※敷地周辺の建物等を写し込み、
比較対象が可能な写真としてくだ
さい。

売買で申請している場合のみ、提出が必要です。

着工日・撮影日を記入して下さい。
※様式８の着工日と相違が無い
ことを確認ください。

「入力シート」の内容が
反映されます。

必ずカラー印刷で提出してください。

看板の文字がわかる事を確認ください。

写真内に必ず工事看板を入れて
撮影してください。
看板には、
①G128
②物件名
③撮影日
記載が必要です。
印刷した際に①～③の情報が読
み取れるか確認のうえ提出して
ください。

電子黒板は、原則使用不可です。
詳しくは、マニュアル 第一章
別添２を参照してください。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

HRN10
ハイライト表示



様式１２（長寿命型）

・地面から屋根まで写っている
写真としてください。

・狭小間口の敷地で１枚に納まら
ない場合は数枚に分かれても
結構です。

・車等で家が欠けないようにお願
いします。

「入力シート」の内容が
反映されます。

必ずカラー印刷で提出してください。

看板の文字がわかる事を確認ください。

写真の比率を変更せず貼り付けてください。

写真内に必ず工事看板を入れて
撮影してください。
看板には、
①物件名
②撮影日
記載が必要です。
印刷した際に①～②の情報が
読み取れるか確認のうえ提出くだ
さい。

電子黒板は、原則使用不可です。
詳しくは、マニュアル 第一章
別添２を参照してください。

外観写真のみ提出してください。
内観写真は不要です。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
テキストボックス
■電子黒板の使用について
　
電子黒板については原則として使用不可としますが、信憑性確認機能（改ざん検知機能）を有するアプリケーションを使用し、（一財）日本建設情報総合センターで提供している「デジタル工事写真 信憑性チェックツール」により撮影日が検証できる写真データを実施支援室の求めに応じて提出できる場合に限り電子黒板の使用を認めます。
　
➢ 信憑性確認機能（改ざん検知機能）有するものとは （一財）日本建設情報総合センター研究開発部主催の「デジタル工事写真の高度化に関す る協議会」にて、「信憑性確認機能（改ざん検知機能：ハッシュ値（SHA-256））」を具備した ソフトウェアとして公表されているアプリです。
　
詳しくは http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html#con04



様式１３（長寿命型）

様式８の事業完了日より前に
三世代の内容を確認した日です。

三世代加算の対象とした設備
等の各設置数（実施数）をプ
ルダウンで選択してください。
※１箇所設備も記載ください。

※交付時と数や配置が変更
になった場合は、平面等も追
加提出が必要です。

三世代同居対応住宅の適合確認
についてのチェックになります。

提出は原本です。

「入力シート」の内容が
反映されます。

また、適合確認を行った建
築士の建築士免許を提出
して下さい。

印

三世代同居対応住宅の適
合確認を行った建築士の
資格情報を記入し押印(個
人名の印)をしてください。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示



様式１３－２（長寿命型）

貼り付ける写真の該当箇所を
チェックしてください。

平面図と合わせて整合確認がとれるよう撮影してください。

「入力シート」の内容が
反映されます。

設置階を記載してください。

必ずカラー印刷で提出してください。

看板の文字がわかる事を確認ください。

写真の比率を変更せず貼り付けてください。

複数個所設置した調理室等のう
ちの２つを選択し、それぞれ２箇
所の写真を貼り付けてください。

様式を複数枚使用しても結構で
す。

電子黒板は、原則使用不可です。
詳しくは、マニュアル 第一章
別添２を参照してください。

写真内に必ず工事看板を入れて
撮影してください。
看板には、
①物件名
②撮影日
記載が必要です。
印刷した際に①～②の情報が
読み取れるか確認のうえ提出くだ
さい。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

HRN10
ハイライト表示

HRN10
テキストボックス
■電子黒板の使用について
　
電子黒板については原則として使用不可としますが、信憑性確認機能（改ざん検知機能）を有するアプリケーションを使用し、（一財）日本建設情報総合センターで提供している「デジタル工事写真 信憑性チェックツール」により撮影日が検証できる写真データを実施支援室の求めに応じて提出できる場合に限り電子黒板の使用を認めます。
　
➢ 信憑性確認機能（改ざん検知機能）有するものとは （一財）日本建設情報総合センター研究開発部主催の「デジタル工事写真の高度化に関す る協議会」にて、「信憑性確認機能（改ざん検知機能：ハッシュ値（SHA-256））」を具備した ソフトウェアとして公表されているアプリです。
　
詳しくは http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html#con04



様式１４（長寿命型）

提出は原本です。

対象住宅１戸分の請求額を記入
してください。

注意：日付は空欄で提出ください。

様式７と同じ印で押印ください。

振込み先は、補助事業者名義の
口座です。通帳等で口座を確認
のうえ、金融機関名、支店名、口
座名は必ずカタカナで記入してく
ださい。

「入力シート」の内容が
反映されます。

「入力シート」の内容が
反映されます。 印

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示



指定書式＿工事内容確認（長寿命型）

様式８の事業完了日より前に
工事内容を確認した日です。

工事内容確認証明を行う建築士
の資格情報等の記入、捺印（個人
の印）をして下さい。

提出は原本です。【指定書式】

該当する項目に☑を入れていた
だき、確認先を記入してください。

項目にしたがって記入してください。

「入力シート」の内容が
反映されます。

印 また、建築士免許を提出してくださ
い。

令和２年度地域型住宅グリーン化事業【補正予算】（長寿命型）

以下の場合は提出が必要です。

＊長期優良住宅認定に関して： ①「工事完了報告書」の行政庁への提出義務があるが副本に行政庁の受付印が無い場合。
または、副本が返却されない場合。

②「工事完了報告書」の行政庁への提出義務がない場合。

＊BELS評価に関して ： 省エネ強化加算を受ける場合

※長期優良住宅認定とBELS評価の両方が対象になる場合は１枚にまとめて作成してください。

該当する項目に☑を入れてください。

長期優良住宅認定に関して

BELS評価に関する事項を記
入してください。

長期優良住宅認定に関する
事項を記入してください。

BELS評価に関して

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示

HRN10
ハイライト表示




